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＜博報教職育成奨学金の制度概要＞

【制度の趣旨】
・児童教育、国語教育の教員を目指す学生を対象とした奨学金給付制度。
・児童教育を支える未来の優秀な教育指導者の育成に貢献する。
・全国に広がる奨学生及び卒業生の輪が、
教育現場での＜学びあい、支え合いのネットワーク＞となり、
教育の質の向上や教育現場の活性化に寄与することを目指す。

【制度の特徴】
①教職志望者に対象を絞った完全給付型奨学金
②学費をほぼ全額カバーする奨学金を給付することで、
学業及び優れた教員になるために必要な活動に専念できる環境を提供する。

③児童教育財団としてのノウハウやファシリティを活用し、
特色ある研修プログラムを提供する。

④海外短期留学支援による、海外での経験を積む機会を提供する
⑤奨学生及び卒業生の交流を促進し、
全国の教育現場での＜学びあい、支え合いのネットワーク＞形成を目指す。

【奨学金給付対象者】
・推薦依頼大学から、以下の教員を目指す学生の推薦を受け、選考委員会による
選考により採用者を決定する。
①小学校教員 ②特別支援学校教員 ③中学校・高等学校の国語科教員

【奨学金給付内容】
・授業料相当額
大学生（国立）：年額60万円（月額5万円）
大学生（私立）：年額120万円（月額10万円）
大学院生：年額60万円（月額5万円）

・自宅外生への特別支援費：年額60万円（月額5万円）

【海外短期留学支援制度】
・優れた教員になるための経験として役立つと思われる海外短期留学や海外研修等
については、本人の申請と大学の推薦により支援する。
・渡航費（アジア地域5万円、その他地域10万円）
・留学・活動費（5万円／月）

＜2020年度推薦依頼大学（59大学）＞
愛知教育大学／愛知淑徳大学／愛媛大学／茨城大学／宇都宮大学／大分大学／大阪大谷大学
大阪教育大学／岡山大学／香川大学／鹿児島大学／鎌倉女子大学／関西大学／関西学院大学
京都教育大学／岐阜聖徳学園大学／岐阜大学／熊本大学／群馬大学／慶応義塾大学／神戸大学
國學院大學／埼玉大学／静岡大学／淑徳大学／上越教育大学／信州大学／玉川大学／千葉大学
筑波大学／都留文科大学／帝京大学／東京学芸大学／東北福祉大学／東洋大学／同志社大学
長崎大学／奈良教育大学／鳴門教育大学／日本大学／兵庫教育大学／広島大学／福井大学
福岡教育大学／福島大学／佛教大学／文教大学／北海道教育大学／三重大学／宮城教育大学
宮崎大学／武庫川女子大学／明治大学／明星大学／山形大学／横浜国立大学／立命館大学
和歌山大学／早稲田大学
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＜奨学生の内訳＞
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【 2021度新入奨学生（第4期生／50名）の内訳】

【2021年度在籍奨学生（第1～第3期生＋第4期生／192名）の内訳】
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＜奨学生が当奨学金に期待すること／2021年度新入奨学生アンケートより＞
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本奨学金を得られることになり、学費の心配がなくなるこ
と

本奨学金を得られることにより、留学しやすくなること

本奨学金を受けることで、さらに学業に専念できること

本奨学金を得られることになり、教員を目指す上で、自信
が増すこと

研修等を通じて、新たな人や考えに触れること

研修・交流会等を通じた仲間づくり

■本奨学金への期待に関する各項目について、あてはまるものをお知らせください。

そう思う ややそう思う あまりそうは思わない そうは思わない



＜研修プログラム＞
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【参考／2021年度春の研修での実施プログラム】
2022年3月5日、6日／オンライン開催
奨学生179名参加（交流部分OBOG参加4名）

【実施スケジュール】

【目的】
1）奨学生（及び奨学生卒業生）間の交流の促進
・「教員になる」という同じ志を持ちながらも、
地域、大学、年次、校種志望の違う多様な奨学生同士での交流を促し、
教育現場に出た後にも支えあえるネットワークに育てていく。

２）博報財団ならではの学びの場の提供
・大学教育とは違う視点での「学び」のきっかけづくり。
・普段接する機会の少ない「多様な分野の人や考え方」に触れることで考え方を広げ、
成長のきっかけに。

【研修の実施】
①新入奨学生研修（新入奨学生のみ／1泊2日）
②春の研修（全奨学生対象／2泊3日）
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【講座と講師の先生の紹介資料】



【研修で得た成果】
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【研修中の奨学生の様子】
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＜当財団他事業への参加（希望者のみ）＞

【目的】
・「博報賞」「児童教育実践についての研究助成」等、当財団の他事業への参加し、
優れた教育実践者や研究者の知見に触れ、交流を図る機会を提供する。

【奨学生の参加例】
・「博報教育フォーラム」への参加
・「博報日本語交流プログラム」の海外児童日本体験プログラムへのサポーター参加
・「児童教育実践についての研究助成』成果発表会・交流会への参加
・博報賞を受賞した先進的な取組を行う小学校への奨学生による取材
（横浜市立白幡小学校）

【参加時の奨学生の様子】

※20年度、21年度は、コロナ禍により参加が難しい状況でした。
参考までに19年度の様子を掲載いたします。

＜海外短期留学支援制度＞

【当支援制度を活用した留学実績】 15件
（利用率：11％、平均期間：2週間、平均支給額：約140,000円）

【主な留学内容（行先・期間／目的）】
・フィンランド（10日間）／フィンランドの小学校現場教育の視察と教育実習
・フィンランド・オウル大（19日間）／フィンランドの教育システム視察
・アメリカ・オハイオ州立大（10日間）／特別支援短期研修プログラム参加
・アメリカ・ユタ（1ヶ月）／現地教師アシスタントと授業実習
・ニュージーランド・クライストチャーチ（1か月）／幼児教育視察と介護ボランティア活動
・フィリピン・セブ（15日間）／Global Teacher Program教育実習
・フィリピン・セブ（13日間）／現地小学校の補助教員体験
・フィリピン・マニラ（10日間）／学校現場の視察
・ベトナム・ホーチミン（6日間）／小学校現場視察



＜近況報告会＞
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【実施】2021年11月21日／東日本ブロック 参加者：99名参加
11月28日／西日本ブロック 参加者：103名参加

【実施プログラム】

【交流会の様子】

開始時間 活動 詳細 目安 
12:45 奨学生アクセス開始 ・12:45～ zoomに不安な学生向けフォロー  
13:00 

１）イントロダクション 
・開会挨拶 
・常務理事挨拶 
・財団から趣旨説明 20分 

13:25 

２）OBOGの報告 

「小学校」登壇：中山さん(21日) 塩田さん(28日) 

60分 

「特支」登壇：高橋さん(21日、28日) 

「中高」登壇：坂浦さん(21日) 中村さん(28日) 

「大学院」登壇：平野さん(21日) 村井さん(28日) 
14:25 休憩 10分 
14:40 

３）交流 
交流① 
交流② 
交流③ 
交流④ 

60分 
15:40 休憩 5分 
15:45 ４-１） 

ブロックチーム対抗 
ゲーム大会 

ゲーム① 
ゲーム② 

30分 
16:15 休憩 5分 
16:20 

４-２） 
ブロックチーム対抗 

ゲーム大会 

ゲーム③ 
感想交流会 リーダー決め 
結果発表 

40分 
17:00
頃 ５）クロージング 

・ブロックリーダー 紹介 
・閉会挨拶 
・記念撮影 約 

20分 
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＜奨学生WEBマガジン＞

【目的】
・奨学生及び卒業生の交流促進の一環として、奨学生及び卒業生の活動や近況を紹介するWEB
マガジンを奨学生、卒業生、大学担当者様へ配信

（2020年度に配信したWEBマガジンの内容）

・海外短期留学体験記
・奨学生とボランティア
・「写話による。ありのままの子ども」
制作担当者にインタビュー

・新入奨学生紹介
・先輩奨学生からメッセージ
・こども研究所「子ども1週間しあわせ調査」
・大学院生活座談会【前編・後編】
・教育現場座談会【前編・後編】

（2021年度に配信したWEBマガジンの内容）

・卒業生のことば
・OBOG会が本格始動！
・オンライン留学体験記
・教採2次試験への道！
・新入奨学生紹介
・近況報告会・東日本ブロック報告
・近況報告会・西日本ブロック報告
・卒業生のことば
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